
第２学年６組 音楽科学習指導案 
 

  

１ 単元名 「構成を工夫して、言葉によるリズムアンサンブルをつくろう」 

  教材名 Let’s Create! 

 

２ 指導観 

○ 私たちが日頃何気なく使っている言葉からも、工夫次第では発する言葉を音楽に変化することができる。創

作の活動では、イメージをもつことが大切である。子どもたちは、小学校での音楽づくりにおける学習で、つ

くった音楽を記譜した経験がほとんどなく、中学校１年生で、初めてリコーダーのための二部形式の曲を創作

して、それを記譜する学習をしている。しかし、１６小節の音楽をつくるということだけで精一杯のため、表

現したいイメージをもったり、全体のまとまりを工夫したりしながら音楽をつくることまでに至っていない。 

以上のことから本題材では、イメージするものを日常生活の中で身近に経験していることの中から、「サラ

ダの盛りつけ方や食べ方」を思い描きながら音楽をつくっていく。そこで、表現したいイメージ、反復、変化、

対照などの音楽を構成する原理とかかわらせ、リズムアンサンブルのよさやおもしろさを感じ取らせるととも

に、全体のまとまりを工夫しながら音楽をつくる能力を高めていくうえで、大変意義深い。また、グループで

互いに聴き合いながら演奏する活動は、合唱や合奏など全てのアンサンブルにおいて求められる力である。こ

のことからも、本題材の学習を通して、拍感を捉える力、互いの音を聴き合う力も高まるようにしたい。 

○ 本学級で事前アンケートを行った結果、「合唱は好きですか」の質問に対して、3.1(４段階自己評価尺度法

による学級平均値)、器楽では 3.2、鑑賞では 3.1、創作では 2.2 となり、音楽の活動の中でも本単元に対して

興味・関心が低く、苦手意識が強いことがわかる。「創作の活動は得意ですか」という質問に対して、得意と

答えた生徒は全体の 19％だった。苦手な理由としては、解答が多かった順に「リズムがわからない・思い浮か

ばない」「拍子の意味がわからない」「音符の書き方がわからない」「全てが難しい」などが挙げられた。し

かし、「今よりも創作ができるようになりたいですか」の質問に対しては 3.0（４段階自己評価尺度法による

学級平均値）になった。以上のことから、創作の活動に対して苦手意識を持っているが、できるようになりた

いという意欲を持っている生徒が多いことがわかる。 

○ 本単元の指導においては、表現したいイメージをもち、野菜の名前からもととなる２小節のリズムをつくり、

それらを組み合わせたり反復、変化、対照させたりしながら構成や全体のまとまりを工夫して、リズムをつく

り、グループで１つのリズムアンサンブルをつくることをねらいとする。そのためにまず、第一次では昨年学

習したリコーダーのための創作を復習し、全体のまとまりを工夫して二部形式の曲をつくることができるよう

にする。次に、第二次では言葉からリズムのもとをつくり、そのリズムを繰り返したりつなぎ合わせたりして、

４分の４拍子で２小節のリズムをつくることができるようにする。その際、「サラダを盛りつける音楽」と「サ

ラダを食べる音楽」をつくるために、誰がどんな場所で食べるサラダなのか、グループでテーマを決め、音を

重ねたり減らしたりしてリズムの重ね方を工夫しながら、グループで１つの音楽をつくることができるように

する。さらに速度や強弱の変化などの表現したいイメージを話し合い、表現を工夫することができるようにす

る。次に、グループで創作した音楽の中間発表をし、相互評価をする活動を行う。その際、学びの足跡を残す

ために、振り返りシートを活用し、毎時間振り返り(小さな振り返り活動)を行う。第三次では、中間発表での

相互評価でアドバイスをもらったことを元に、グループの音楽を更に工夫し直し、最終発表をしあう活動を設

定する。終末段階では、単元全体を通して、自己の学びの変容を認識できるように、文章分析シートを用いて

学習全体を振り返る場を設定する(大きな振り返り活動)。 

 

３ 目標 

○ 反復、変化、対照などの構成や全体のまとまりに関心をもち、それらを生かした音楽表現を工夫しながら音

楽をつくる学習に主体的に取り組もうとする。【音楽への関心・意欲・態度】 

○ リズム、リズムの重なり方、構成を知覚し、表現したいイメージをもち、音素材の特徴を生かし、反復、変

化、対照などの構成や全体のまとまりを工夫しながら、音楽をつくることができる。【音楽表現の創意工夫】 

○ 反復、変化、対照などの構成や全体のまとまりを生かした音楽表現をするために必要な課題に沿った音の組

み合わせ方、記譜の仕方などの技能を身につけて音楽をつくることができる。【音楽表現の技能】 



４ 単元計画(５時間) 関心・意欲・態度【関】 音楽表現の創意工夫【創】 音楽表現の技能【技】 鑑賞の能力【鑑】 

次           時 学習活動・内容 指導のねらい・内容・方法 評価規準(観点：方法) 

一 

１ 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元を貫く課題を確認する。 

 

 

 

２ リコーダー曲の創作をする。 

(１)創作の手順を復習する。 

 ・二部形式 

 ・記譜の仕方 

(２)全体の構成を工夫しながら創

作する。 

 ・長調 短調 

・リズム譜 

 ・音程 

 ・二部形式１６小節 

 

 

 

 

 

・創作について学習課題を設定するこ

とができるように、既有知識を用い

て課題を考える活動を設定する。 

・昨年学習した創作の手順を思い出す

ことができるように、学習プリント

を使って復習する場を設定する。 

・リズムパターンを参考にできるよう

に、全体でリズム打ちの練習をする

場を設定する。 

 

・表現を工夫しながら音

楽をつくる学習に主体

的に取り組もうとして

いる。 

 (関：学習シート) 

・二部形式でリコーダー

のための音楽をつくる

ことができる。 

(関：様相観察・ 

技：創作プリント) 

二 

１ 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 言葉によるリズムアンサン

ブルをつくる。 

【小さな振り返り】 

(1)リズムのもとをつくる。 

 ・リズムのもとの例 

 ・反復、変化、対照 

・２小節のリズム 

・グループ内で発表 

(２)「サラダを盛りつける音楽」

と「サラダを食べる音楽」を

グループでつくる。 

 ・テーマの設定 

・リズムの重ね方、減らし方 

・記譜 

(３)表現を工夫する。 

 ・速度 

 ・強弱 

 

 

 
 

 

 

・リズムアンサンブルのイメージを膨

らませることができるように、ヴォ

イスアンサンブル「野菜の気持ち」

を鑑賞する場を設定する。 

・言葉のもつリズムを生かすことがで

きるようにするために、リズムのも

とをつくる活動を設定する。 

・音楽のイメージをグループで共有す

ることができるようにするために、

サラダを食べている情景を話し合う

活動を設定する。 

 

・反復、変化、対照など

の構成を考えながら、

リズムのもとをつくる

ことができる。 

(技：学習プリント) 

 

 

 

三(

本
時
２
／
２) 

 

１ 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元を貫く課題解決をはかる。 

(１)中間発表をし、相互評価をす

る。 

(２)グループの音楽を更に工夫

する。 

 ・他のグループからのアドバイ

スをもとに再度練習する 

 ・最終発表 

(３)創作の学習を振り返り、結論

づける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４)単元学習を通して、自己の学

習状況の変容を記述する。 

  【大きな振り返り】 

 

 

 
 
 

 

 

・イメージを創造しやすくするために、

中間発表の最初に情景や工夫点を説

明する場を設定する。 

・聴く側もリズムを目で見ながら聴く

ことができるようにするために、発

表の際にリズム譜を黒板に貼って、

見ながら聴く活動を設定する。 

・最終発表に向けて、改善点やアドバ

イスをわかりやすくするために、中

間発表では、相互評価をする活動を

設定する。 

・最終発表で中間発表からの変更点が

わかりやすくするために、工夫した

点や変更点を伝える場を設定する。 

・単元学習の内容を確認するために、 

文章分析シートを用いて大きな振り 

返りを行う場を設定する。 

 

・表現したいイメージを

もち、構成やまとまり

を工夫しながら、表現

することができる。 

(関：様相観察 

創：学習プリント) 

 

 

 

・創作をするために必要

なのかを音楽用語を用

いて説明することがで

きる。 

 (創：学習シート) 

 

 

表現したいイメージをもち、工夫
しながら音楽をつくるために何が必
要なのか、課題を設定することがで
きるようにする。 

 音楽をつくるためのコツ
を考えよう。 

反復、変化、対照などの構成や全

体のまとまりを工夫しながら、言葉

によるリズムアンサンブルをつくる

ことができるようにする。 

 

自分たちでつくったリズムアンサ
ンブルを発表し、音楽をつくるため
に何が必要なのかを音楽用語を用い
て説明することができるようにす
る。 

①つくりたい曲のイメージを 
最初に決めるとつくりやすく 
なる。 
②変化、反復、対照させるだけ 
で、曲が変化する。 
③音の重ね方や減らし方を工 
夫するだけで、曲の雰囲気が変 
わる。 
④強弱や速度を変化させると 
情景を想像しやすくなる。 
⑤言葉をリズムに置き換える 
と、創作がしやすくなる。 



５ 本時 平成３０年１１月 ９日(金)第５校時    音楽室    第３次の２時 

 

６ 本時の主眼 

○音楽をつくるために何が必要なのかを音楽用語を用いて説明することができる。 

 

７ 振り返り活動を仕組む授業づくりの工夫点 

 
これまでの「小さな振り返り活動」で獲得してきた知識・技能や自分の考えをもとに、グループによる交流

活動および全体交流を通して単元を貫く課題に対する最終的な結論を、音楽用語を用いて説明することができ

る。終末段階では、単元学習を通して、自己の学習状況の変容を認識するための文章記述による「大きな振り

返り活動」を行う。 

 

８ 準備 学習プリント・拡大楽譜・リズムカード・振り返りシート 

 

９ 本時の過程    関心・意欲・態度【関】 音楽表現の創意工夫【創】 音楽表現の技能【技】 鑑賞の能力【鑑】 

段

階 
学習活動・内容 具体的な手立て（支援） 評価の観点（方法） 

形

態 
配時 

 

 

つ
か
む 

 

 

 

／ 

 

 

 

 

さ
ぐ
る 

・ 

深
め
る 

 

 

 

 

／ 

 

 

ま
と
め
る 

・
振
り
返
る 

 

１ 発声練習をする。 

 

２ 前時の学習内容を想起し、本時の
学習の見通しを立てる。 

 

(１)本時の流れを確認する。 

 

(２)本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

３ 最終発表をする。 

(１)グループ練習をする。 

 ・中間発表での他のグループからの
アドバイスを知る。 

 ・練習をする。 

(２)最終発表をする。 

 ・工夫点や変更点を伝える 

   

４ 本時のまとめを確認する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 大きな振り返りを行う。 

  ・単元の学習を終えての文章を記 

述する。 

 
○学習の雰囲気をつくるた
めに、発声練習を行う場を
設定する。 

 
○本時の学習の見通しを確
認することができるよう
に、学習の流れを確認する
場を設定する。 

 
 
 
 
 
 
○最終発表に向けて､更に表
現の工夫をすることができ
るようにするために、前時の
中間発表で、他のグループか
らもらったアドバイスを知
り、グループ練習をする活動
を設定する。 

 

○楽譜を見ながら聴くこと 

ができるようにするために、 

発表の際に黒板に拡大楽譜 

を貼る場を設定する。 

 
○本時のまとめを行う際に、
音楽用語をもちいることが
できるようにするために、板
書した音楽用語を参考にし
て、学習プリントに記述する
場を設定する。 
 
 
 
 
○単元全体を通して、何がわ 
かったのか、何ができるよう 
になったのか自己の学習状 
況の変容を認識できるよう 

に、文章分析シートを用いて 
大きな振り返りを行う場を 
設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○表現したいイメージ

をもち、構成やまと

まりを工夫しなが

ら、表現することが

できる。 

(関：様相観察 

創：学習プリント) 

 

 

 

○音楽をつくるために

何が必要なのかを音

楽用語を用いて説明

することができる。 

 (創：学習シート) 
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１０ 

 

①つくりたい曲のイメージを最 

初に決めると、つくりやすくな 

る。 

②最初のリズムを変化、反復、対 

照させるだけで曲が変化する。 

③音の重ね方や減らし方を工夫 

するだけで、曲の雰囲気が変わ 

る｡ 

④強弱や速度を変化させると、情 

景を想像しやすくなる。 

⑤言葉をリズムに置き換えると、 

創作しやすくなる。 

グループでつくった音楽を発
表し、音楽をつくるためのコツ
を説明しよう。 


